
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 広島県立教育センター 

小学校の部 



 

紹 介 作 品 
 

＜特選＞ 

 

学校名 学年 氏名 作品名 備考 

広島大学附属小学校 １ 今岡 昊直 
おんどでかわる？ 

ジュースのあまさのひみつ 

 

東広島市立寺西小学校 ２ 信澤 薫乃 おいしいカステラをつくるけんきゅう 全国出品 

安田学園安田小学校 ３ 池田 瑛心 
魚の中から宝石発見！３ 

かたい？やわらかい？水晶体の研究 
全国出品 

東広島市立中黒瀬小学校 ４ 齋藤 望夢 飛行機のつばさと風の関係  

呉市立荘山田小学校 ５ 𠮷岡 彩和 
引き出せ！！ 風の力  

～見えない風を見てみよう Part2～ 
  

鶴学園なぎさ公園小学校 ６ 岡本 あさひ 
タマネギからの挑戦状 Part4  

～pH試験紙を作るには？～ 

広島テレビ賞 

全国出品 

 

 

＜科学賞委員会特別賞＞ 

 

学校名 学年 氏名 作品名 

東広島市立高屋西小学校 ５ 本保 琉 パットを入れる方法の研究 その２ 

 

 

＊作品名は、原本どおりに記載しております。 

＊紹介画像は、研究内容を分かりやすくパネルにまとめていただいたものです。 

パネルの現物は、広島県立教育センター 科学・芸術教育棟 ２・３階ロビーに掲示してあり

ます。当センターへお越しの際は、ぜひ、足を運んでください。 

＊学校や教科部会等へのパネルの貸出も可能です。 

（科学研究の奨励及び充実・発展を目的とする場合に限る。） 
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【特選】おんどでかわる？ジュースのあまさのひみつ 
 

広島大学附属小学校  第１学年  今岡 昊直 
 

 

 

 

 

 

 

【講評】 
日常生活の中で湧いた疑問について、家族の協力を得ながら試飲や様々な実験を行った

り、文献で調べたりして、自分なりの結論を導き出している優れた作品である。 

工夫した点 

・家族４人で飲み比べて、いろいろな人の甘さの感じ方を集めた。 

・温度を「つめたい（３℃）・ふつう（13℃）・ぬるい（30℃）・あつい（55℃）」に分け
て比べた。 

・飲む順番は家族４人とも、つめたい→ふつう→ぬるい→あついの順に統一した。 

・公平に比べるため、目を閉じて、温度が分からないようにして飲んだ。 
・糖度計で糖度をはかる時は、他のジュースと混ざらないようにスポイトを毎回新しい
ものに変えた。 

・実験３では、りんごは細かくすりつぶしてから搾り、搾り汁がよく取れるように工夫
した。 

分かった点 

・家族４人で飲み比べをしたところ、約 13℃を「いちばん甘い」と感じた人が多かった。
このことから、同じジュースでも温度によって甘く感じる強さが変わることが分かっ
た。 

・一方で、糖度計で調べると、温度を変えても糖度（甘さのめやす）はほとんど変わら
ず、くだものの搾り汁でも同じ結果だった。つまり、温度で変わるのは「甘さの量」で
はなく舌が感じる甘さ（感じ方）だと考えられる。 

・さらに調べたところ、くだものの甘さには「果糖」と「ショ糖」があり、果糖が多いも
のは冷やすと甘く感じやすいことが分かった。 

もっと追究したい点 

・くだものジュース以外の清涼飲料水（コーラ、ポカリスエットなど）でも、温度によっ
て甘さの感じ方が変わるか調べたい。 

・温度をもっと細かく（５℃ごとなど）に設定し、いちばん甘く感じる温度をくわしく
調べたい。 

・甘さだけでなく、からさやすっぱさなど、ほかの味も温度によって感じ方が変わるの
か調べたい。 

・ヒトの舌は温度で甘さの感じ方がちがうことが分かったので、他の生き物でも同じな
のか調べたい。 
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【特選】おいしいカステラをつくるけんきゅう         
（全国出品） 

 
東広島市立寺西小学校  第２学年  信澤 薫乃 

 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

「おいしいカステラを作りたい」という思いから研究を始め、必要な条件を明らかにす
るために何種類ものカステラを試食したり、何度も実験を行ったりし、甘さや風味等を数
値化しておいしさを分析した優れた作品である。 

工夫した点 

・全国からカステラ 28種を取り寄せて、カステラの味を分析した。 

・カステラの味を数字で評価することで、比べやすくした。 

・カステラ作りでは、砂糖・あめ・粉の種類と量、卵白・卵黄の比率などについて、条件
を細かく変えて焼いた。理想の味になるまであきらめなかった。 

分かった点 

・おいしいカステラは、卵、砂糖、あめ（水あめやハチミツ）、小麦粉だけでできる。 

・同じ材料でも、卵の泡立て方が共だてか別だてかで食感がちがってくる。カステラら
しい食感には共だてが適している。 

・家でも、高級カステラに匹敵するおいしいカステラを作ることができた。 

もっと追究したい点 

・さらに多くのカステラを食べてみたい。カステラのルーツと言われる、パンデローと
いうお菓子も食べてみたい。 

・自作の木型で焼いたオリジナルカステラを、小学校の担任の先生やお友達に食べても
らって喜んでもらいたい。 

第 62回 全国児童才能開発コンテスト 科学部門 

全国都道府県教育長協議会会長賞 
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【特選】魚の中から宝石発見！３ かたい？やわらかい？水晶体の研究 
（全国出品） 

 
安田学園安田小学校  第３学年  池田 瑛心 

 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

水晶体の硬さに着目するという新奇性に加え、実際にシロザメを解剖する中で得た膨大
な実験データに基づいて、水晶体について深く考察している優れた作品である。 

 
 

工夫した点 

・今回もたくさんの魚の水晶体（28種類の魚、特にアジは大中小の大きさで合計 41匹）
を調べた。特に魚は、シロザメ、ブリ、シイラ、スズキなどの１メートル近い大きな魚
から、豆アジなどの５センチ以内の小さな魚など、いろいろな大きさのものを調べた。 

・小さな水晶体の重さを比べるため、0.001グラムの重さを量ることができるデジタルス
ケールを使った。水晶体がかんそうする前と、乾燥した後の重さのちがいを調べて、
水晶体の中にある、水分の量（減った重さ）とタンパク質の量（残った重さ）を調べる
ことができた。 

分かった点 

・体長が大きい魚ほど水晶体がかたく、体長が小さい魚ほどやわらかい。特に目が小さ
い魚や、子どもの魚の水晶体は、すごくやわらかい。 

・水晶体の大きさは、右目と左目でちがいがあっても、乾燥させるとほとんど同じ重さ
になる。違いは、中に入っている水分量で、タンパク質の量は、右目も左目もほとんど
同じだった。 

・大人の魚は長く生きているので、水晶体の中のタンパク質が多くて、かたくなってし
まっているのだと思う。子どもの魚は、タンパク質がまだ少ないのでやわらかいのだ
と思う。 

もっと追究したい点 

・今回調べた、魚の水晶体の大きさや重さの、右目と左目のちがいは、魚の住んでいる
場所や、目の使い方に関係がないのかも調べてみたい。 

・まだ調べたことがない種類の魚がたくさんあるので、これからもたくさん調べて、い
ろいろな水晶体の標本をふやしていきたい。 

第 62回 全国児童才能開発コンテスト 科学部門 

財団科学賞 
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【特選】飛行機のつばさと風の関係 
 

東広島市立中黒瀬小学校  第４学年  齋藤 望夢 
 

 

 

 

 

 

 

【講評】 
妥当な実験方法を検討し、得られた結果から分かることを写真やグラフで丁寧にまとめ

たり、有識者からコメントをもらったりして研究の成果を確認している優れた作品である。 

工夫した点 

① 飛行機には風が必要なのか？を実験する為、どのように実験装置を作ったら良いか考
えた。 

② 翼の形状・又は、角度によって飛行機の飛び方に違いがあるのか？を調べる為、角度
変更・風の向き変更・翼前後の長さ変更・翼の横幅長さ変更等、様々な条件の実験を
何度も繰り返し行った。 

③ ②の実験結果（何百回もの実験結果数値）をグラフにまとめ、分かりやすくした。 
④ 目には見えない風の流れを、スモークマシンを使ったりして、分かりやすいように工

夫した。 

分かった点 

① 翼前後の長さ及び、幅が長い方が、浮きやすい（飛びやすい）事が分かった。 

一方で角度 20 度になると、風の流れが不安定になり、一気に浮きが悪くなる事が分
かった。 

② 風の向きが前方（向かい風）からの方が、飛行機は浮きやすい事が分かった。この事
によって、短い滑走距離によって飛び立つ事が出来る事も分かった。 

③ 全国の飛行場（滑走路）の向きも、季節毎の風向きを考えて、それぞれ異なる方向で
造られている事が分かった。 

もっと追究したい点 

・今回、飛行機の翼と風の関係について研究したが、まだまだ飛行機については不思議
な点が沢山ある。その不思議な件についても是非調べてみたいと思い、既に実験を開
始しているので、飛行機に関しての実験パート 2 として問題解決が出来るように頑張
りたいと思う。 
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【特選】引き出せ！！ 風の力 ～見えない風を見てみよう Part2～ 
 

呉市立荘山田小学校  第５学年  𠮷岡 彩和 
 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

風車の羽の形状や枚数等の条件制御を行いながら、独自の方法で定量的に実験をし、予
想と異なる場合も含めて、実験結果の考察を丁寧に行っている優れた作品である。 

工夫した点 

・風車の回転数の測り方を工夫した。回転数を直接数える方法は、回転数が速すぎて難
しかったため、軸に結んだたこ糸におもりを付け、そのおもりを巻き上げる時間を測
定し、回転数を比較した。 

分かった点 

・私が実際に見た風力発電の風車と、今回の実験の結果はちがう結果になったけど、羽
が風の力を受ける量と風が風車の向こうに抜ける量のバランスがスムーズに回転する
うえで重要な要素となっていることが分かった。 

もっと追究したい点 

・今回の実験は、真正面から吹く風をうまくとらえる羽の形を調べた。しかし、実際の
風力発電では、風はいろいろな方向から吹いてくるので、どんな方向から吹いてくる
風でもよく回転する風車を作るにはどんな形の羽がよいか追究してみたい。 
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【特選】広島テレビ賞 
    タマネギからの挑戦状 Part4 ～pH試験紙を作るには？～ 

（全国出品） 
 

鶴学園なぎさ公園小学校  第６学年  岡本 あさひ 
 

 

 

 

 

 

 

【講評】 
「タマネギ」への着眼から pH試験へ発想を広げ、身近な材料を用いて市販のものに挑も

うと、熱意をもって取り組んだ。実験やその計画も丁寧に練られており、優れた作品であ
る。 

 
 

工夫した点 

・「Lab 表色形」という方法を使い、色の濃さの定量化や色差の測定を行った。 

・水溶液の正確な量を測るため、ピペットを使用した。 

・自作 pH 試験紙の精度を確認する際、「誰でも測定できる」という基準をクリアするた
め、家族（父・母・兄）にも測定をしてもらった。 

分かった点 

・身近にある材料で pH 試験紙を作ることはできる。 

・市販品が pH0.5 刻みで測定できるのに比べ、自作品は pH1～2 刻みでの測定ができた。 

・市販品は pH の測定後 10 分ほどで色が戻ってしまうが、自作品は何日か経っても色が
持続し、色持ちが良いという点では自作品の方が優れていると感じた。 

もっと追究したい点 

・今回製作した pH 試験紙は、pH1～2 刻みでの測定ができたが、市販品のように pH0.5

刻みでの測定が可能な pH 試験紙を作ってみたい。 

第 62回 全国児童才能開発コンテスト 科学部門 

財団科学賞 
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【科学賞委員会特別賞】パットを入れる方法の研究 その２ 
 

東広島市立高屋西小学校  第５学年  本保 琉 
 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

課題に対して適切な実験計画を立案し、自作した実験装置を用いて条件制御をしながら
実験を行い、伸びのよいボールを打つための条件を検証している優れた作品である。 

工夫した点 

・パターで球を打つ時、同じ強さで打てるように、脚立を使ってブランコ型の実験装置
を作ることにした。 

・球の動きを分かりやすくするため、球の下の部分だけに絵の具をぬって、一回転ごと
に紙にあとが残るようにしたり、スロー撮影をしたりした。 

・結果を分かりやすくするため、表やグラフにまとめ考察した。 

分かった点 

・パターの芯で球を打つと、球は遠くまで転がるので、パターの芯で球を打てば伸びの
よい球が打てる。具体的には、パターと球の芯を合わせるために、パターを約 1cm浮
かせて打てばよい。 

・パターのシャフトを垂直にして、すぐ前に球をおいて打つと、球がよく転がる。シャ
フトを傾けて打つと転がりが悪い。 

・伸びのよい球は、パターで打った後、少し空中に飛び出して着地して、前回転がかか
り遠くまで転がる球である。 

・パターの芯で球の芯を打つことと、シャフトを垂直にしてフェース面の４度の角度を
変えないで打つことがポイントである。 

もっと追究したい点 

・平面だけでなく、上りや下りの面ではどうなるか調べてみたい。 

・パターを振る速さやリズムによって、ボールの転がりがどう変わるのかも調べてみた
い。 
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